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か

'ヽ  ガ

５
月
下
旬

に
立
柄
橋
か
ら
穴
沢
河
川
敷
公
園

と
魚
野
川
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

（写
真
▼

」

の
よ
う
な
自
然
は
、
人
の
起
を
ホ

ッ
ト
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

是
非
、
あ
た
な
も
こ
こ
で
、
忙
し

い
日
々
を
恙

れ
、
ゆ

っ
く
り
と
し
た
時

の
流
れ
を
感
じ
と

っ

て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
よ
う
か
？

″
時
″
と
い
え
ば
、
今
日
６
月
１０
日
は

「時
の
記

念
日
」
で
す
。

天
智
天
皇

Ю
年

の
４
月
２５
日
に
漏
如

（水
時

計
）
が
設
置
さ
れ
、
官
中

に
時
が
つ
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
の
を
記
念
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

天
智
天
皇
Ю
年
４
月
２５
日
を
太
陽
暦

に
直
す
と

６

７

十

年

の

６

月

Ю

日

に

な

る

た

め

、

一
ヽ
の

日

が

時

の

記

念

日

に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
制
定
は
大
工
９
年

の
こ
と
で
す
。

も

っ
と
も
、
日
本
書
紀

に
よ
れ
ば
、
潟
刻
は
実
は
斉
明
天
皇
６

年
５
月
に
皇
太
子

（天
智
天
皇

・
当
時
は
中
大
兄
皇
子
）
の
命

に

よ
り
既
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
付
が
不
明

で
あ
る
た
め
、
日
付

の
明
確
な
天
智
天
皇

Ю
年

の
方
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
お
ざ

っ
ぱ
な
目
安
し
か
提
供
で
き
な

い
日
時
計

に
比

べ
て

水
時
計
は
ど
う
し
て
も
精
密
な
時
刻
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
童
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
発
明
は
き
く
、
紀
え
前
１６

世
紀

に
は

エ
ジ
ブ
ト
で
既
に
使
用
さ
れ
て

い
た
記
録
が
残

っ
て

い
ま
す
。

天
智
天
皇

の
時
代

に
こ
の
水
時
計

の
管
理
を
し
て

い
た
の
は

陰
陽
察

の
鴻
刻
博
士
た
ち
で
２
人
で
丈
替
で
水
の
量
を
チ

ェ
ッ

ク
し
て
鐘
や
太
鼓
で
時
報
を
嗚
ら
し
て
い
ま
し
た
。

た

い
へ
ん
童
要
な
役
日
で
す
の
で
、
居
眠
り
し
た
り
遅
刻
し
た

場
合
の
罰
は
出
勤
停
止
や
罷
え
な
ど
、
た

い
へ
ん
厳
し

い
も
の
で

あ

っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
、
時
間
は
今
も
昔
も
貴
童
と
言
え
ま
す
ね
。
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〉

「役
場
」
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

役
場
の
各
課
か
ら
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

矩
報
聾
保
お
据
誅
　
ＴＥＬ
８４
・４
５
６
０

保
育
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

社
会
綱
祉
の
充
寅

高
船
雪
福
挫
の
売
輿

糖
尿
病
予
防
教
室

を
開
講
し
、

糖
尿
病

の
工
し

い
知
識
、
食
事
、
運

動
等

に
つ
い
て
、
医
師
、
栄
養
士
、

保
健
婦
、
運
動
指
導
士
等

の
講
師

に
よ
る
３
回
の
講
習
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
生
活
習
慣

の
改
善
を
図

る
こ
と
で
糖
尿
病
予
防
を
支
援
し

ま
す
。

大
腸
が
ん
予
防
で
は
、
、
検
査
方

法
を
十
日
法
か
ら
２
日
法
に
移
行

し
、
疾
病

の
早
期
発
見

に
努

め
ま

孝ワ
。精
神
障
害
者
の
地
域
間
交
流

。

社
会
参
加
促
進
事
業
と
し
て

口
か

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
月
に
２
回
に

拡
大
し
、
家
庭
に
こ
も
り
が
ち
な

生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
「
シ
ル

バ
ー
温
水
健
康
体
採
」
を
取
り
入

れ
て
お
り
ま
す
。
一ヽ
の
事
業
は
、
足

腰
に
か
か
る
負
担
を
減
ら
し
た
水

中
健
康
体
操
を
通
し
て
、
体
力

の

維
持
堵
進
を
図
る
も
の
で
す
。
さ

ら
に
事
業
を
推
進
し
、
参
加
者

が

よ
り
安
全

に
受
講
で
き
る
よ
う
に
、

今
年
４
月
に

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
奏

成
講
座
」
を
９
口
開
き
ま
し
た
。
「
ヽ

の
養
成
講
座
に
は
３２
名
の
方
が
受

講
さ
れ
、
事
業

の
普
及
に
寄
与
す

る
た
め
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
惑

謝
す
る
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ご

活
曜
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
り
充
奥

学
童
保
育
は
、
今
年
度
中

に
湯

沢
小
学
校
医
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

学
童
保
育

と
は
、
保
護
者
が
、
労
働

等

に
よ
り
、
昼
間
家
庭

に

い
な

い

世
帯

の
小
学
校
仏
学
年
児
童

に
対

し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
事
業
で

孝”
。今
、
社
会
で
は
乳
幼
児

へ
の
虐

待
が
問
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。
子

育
て
を

一
生
懸
命
に
し
て
い
る

つ

も
り
な
の
に
、
「子
供
が
言
う
こ
と

を
聞
か
な

い
。
」

「育
児
が
空
回
り

し
て
う
ま
く
行
か
な

い
。
」
な
ど
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
手
を

つ

ね
る
、
顔
を
た
た
く
、
い
つ
の
間
に

か
虐
待

へ
と
進
む
こ
と
も
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
子
育
て
支
援
事
業

で
は
、
対
策

と
し
て
、
保
健
婦
が
健

康
診
断
、
親
子
遂
び
教
宣
、
有
見
学

級
な
ど
を
通
し
て
、
知
識

の
普
及

や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育

て
支
援

セ
ン
ダ
ー

（中
央
保
育
所
内
）
で
は
、
有
児
相
談

や
子
育

て
に
関

す
る
情
報
提
供

「お
し
ゃ
べ
リ
ト
ー
ク
Ｌ
お
父
さ
ん

出
番
で
す
よ
」
な
ど
の
育
児
講
座

を
実
施
し
て
母
親
が
安
起
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
痣
援
し
て

い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
で
は
、
各
種
の
相

談
業
務
を
中
心
と
し
た
み
な
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者

の

方
を
対
象
に
発
行
し
て
い
る
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
を
、
今
年
度
よ
り
精

神
障
害
者

の
方

に
も
発
行

い
た
し

ま
す
。
身
体
障
害
者

の
た
め
に
障
害
者

用
に
改
造
さ
れ
た
自
動
車
の
購
入

費
や
改
造
費
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

介
護
保
険
の
低
所
得
者
負
担
額

の
軽
減
で
は
、
社
会
福
社
法
人
等

に
よ
る
生
活
弱
者

に
対
す
る
利
用

負
担
の
減
え
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

第

―
段
階

の
方
は
、
す
で
に
適
用

さ
れ
て
ま
す
が
、
第
２
段
階
層

（町

民
税
世
帯
非
課
税
）
で
は
、
ど
の
範

囲
ま
で
該
当
す
る
か
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

健
康
増
遇
遇
保
樋
衛
出
の
充
実

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
は
、

３
歳
未
満
が
対
象
で
し
た
が
、
今

年
度
よ
り
所
得
に
よ
る
制
限
な
し

で
就
学
前
ま
で
に
助
成
対
象
を
拡

大
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
下
で
も

最
高
の
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ю フ
生

卜」L、
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写
育
て
支
援
Ｏ
ン
０
１
が
ら

お
父
さ
ん
出
番
で
す
よ

ヽ
組
写
て
遊
ぼ
う
～

お
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
お
疲
れ
で
し
ょ
う

が
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
体
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
き

っ
と
、
お
父
さ
ん
の
株
が
あ

が
り
ま
す
よ
″

【日
時
】

６
月
２０
日

（水
）

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

【会
場
】

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
　
ア
リ
ー
ナ

【対
象
】

３
歳
～
５
歳
の
お
子
さ
ん
と
お
父
さ
ん

【内
容
】

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

【講
師
】

有
明
児
童
セ
ン
タ
ー
　
田
中
純

一
先
生

【申
込
】

６
月
１３
日

（水
）
ま
で
に
各
保
育
所
、
ま
た

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（砒
８０
‐
６
１
６

３
）
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
当
日
は
、
運
動
で
き
る
服
装
、
履
物

（内
履

き
）
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
の
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

大
人
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

、
ノ

保
置
面
の
図
庭
藝
嗣
激
し
ま
す

親
子
で
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
保
育
所
の
子
ど
も

達
や
保
育
士
こ
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
保
育
所
の
園
庭
を
開
放

し
ま
す
。
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

【期
間
】

６
月
ガ
ら
３
月
ま
で
の
月
～
金
曜
日

（雨
天

。
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
は
除
き
ま
す
。
）

【時
間
】

年
前
４０
時
～
１１
時
３０
分

【場
所
】

各
保
育
所
の
園
庭

【対
象
】

０
歳
時
か
ら
就
学
前
の

乳
幼
児

【問
い
合
わ
せ
】

各
保
育
所
ま
た
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（Ⅲ
８０
‐
６
１
６
３
）
へ
。

土砂災豊防止日間

6日
'日

～働 日

がけ崩れや地滑りなどの土砂災害

は、一B舜のうちに尊い生命や財産を

奪つ【しまいます。

○雨が降り続くときや大雨のとき

○川の水、井戸水、湧水の量ガ変化

したり、 濁り出したとき
○土地に亀裂ガ生じたとき

などは非常に危険です。山やがけ、

川などでおガしな点を見つけたと

きは、役場建設課 (T[L84-4852)に

ご連絡ください。

また、危険を感じたらすぐに避難し

敲しよう。
ア●
●

今レー瞑ンか疹鮎鯵鬱ャ中プ中ル

『オ中回沙』く動酢金が変わりまし薙魯

1回券   (今シーズンから屋内・ナイター券が新しくできました。)

定期券  (南魚沼郡内の利用者は、下記料金の半額になります。)

お問い合わせは・・ 。

レジャープール「オーロラ」 TEL 87-6600

f~).

区 分 期 間・ 時 間
一   般
(高校生以上 )

子    供
(4歳～中学生)

屋内・屋外 7//20ヘツ8ン//31 1,500円 800円

屋 内 上記以外の営業期間 900円 500円

ナイター 17:00-20:30 500円 300円

湯沢町社会福祉協議会会長に

樋口昌保さん (谷地 )

介護保険の導入等、福祉社会

環境の変化に伴い、社会福祉協

議会の定款変更及び役員の改

選が行われ、十年間にわたり、

会長を動められた森下善隆さ

んが退任され、樋口昌保さんが

会長に選任されました。
区 分

般 子    供
(′lヽ学 3年生～中学生)

保 護 者

同伴セット

シーズン券 15,000円 8,000円 15,000円
3ヶ 月券 10, 000円 5,000円 10,000円

(3)



5。 β3
剪

鰺の回》

５
月
十３
日
、
神
立
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
て
、
湯
沢
町
消
防
団
第
２
分

消
防
演
習
と
析
せ
て
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

は
し
ご
車
に
よ
る
救
助
と
放
水
訓
練
の
ほ
か
、
旅
館
組
合
の
方
々
に

器
を
使

っ
た
わ
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
、
従
業
員
や
旅
館
組

合
の
方
々
の
真
剣
に
取
り
組
む
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

５
月
Ｗ
日
か
ら
２
日
間
、

「
田
植
え
ツ
ア
ー
」

の
み
な
さ
ん
が
来
町
し
ま
し
た
。
文
化
放
送

一
フ

ジ
オ
）
の
番
組

「片
岡
鶴
太
郎

の
土
曜
日
は
鶴

日

和
」

（毎
週
土
曜
日

ｏ
午
前
７
時
～
９
時
）
が
企

画
し
た
も
の
で
、
今
回
の
田
植
え
の
後
、
日
の
革

取
り
と
稲
剌
り
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
原

に

は
、

「
つ
る

（鶴
）
た
ん
ば
」
、
旭
原

に
は

「
か
め

（亀
）
ば
た
け
」
の
大
き
な
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、

採
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
１０
月
６
日

（土
）
に
は
鶴
太
郎
さ
ん
本

人
が
来
町
し
、
番
組
を
生
荻
送
す
る
そ
う
で
す
。

ツ
ア
ー
の
様
子
は
、
番
組
内
で
紹
介
さ
れ
る

ほ
か
、
イ

ン
グ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
ト
ム
ペ
ー
ジ

に
も

掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

す
〓
Ｒ
＼
＼
〓
〓
〓
　
・一一
一
Ｆ
⇔
Ｐ
一コ
＼
一
∽
ｃ
召ｃ
＼

5。 除 刻
ゆ う泡λ已』

q至チ(顔斑誕夢懸こ韮H}』

剪

じ

11^｀ヽ
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救
急
ミ
ニ
知
識

〈
３
〉

～
熱
傷
つ
い
て
～

國
圏
圏
圏
園
圏
同
国
凹
岡
団
囲
圏
剛
団
固
団
田
回
回
圏
囲
側
旧
口
日
側
回
欄
回
闘
四

熱
傷

（や
け
ど
）
は

「熱
の
作
用
に
よ
る
体
表
の
損
傷
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
熱
湯
又
は
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
高
温
の
も
の
に

触
れ
た
時
に

一
般
的
に
は
起
こ
り
ま
す
。

熱
傷
の
重
傷
度
は

「深
さ
と
面
積
」
が
関
係
し
て
き
ま
す
。

深
さ
は
、

Ｉ
度

‥
赤
く
な

っ
て
痛
み
が
あ
る
。

Ⅱ
度

‥
水
疱
が
で
き
激
し
い
痛
み
が
あ
る
。

Ⅲ
度

‥
羊
皮
紙
様

（皮
が
焼
け
る
）
で
痛
み
は
な
い
。

感
覚
も
な
く
な
る
。

Ⅱ
度
熱
傷
で
面
積
が
１５
％
を
超
え
る
も
の
は
入
院
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。
面
積
の
測
り
方
は
そ
の
人
の
手
の
ひ
ら
が
１
％

と
な
り
ま
す
。

Ⅱ
度
熱
傷
以
上
で
は
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
が
失
わ
れ
る
為

感
染
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

や
け
ど
の
応
急
手
当
と
し
て
水
道
水
で
痛
み
が
軽
減
す
る

ま
で
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署
　
砒
８４

・
３
３
７
７

事
務
所
荒
ら
し
に
注
意

！

最
近
、
主
に

務
所
荒
ら
し
」

事
務
所
等
を
狙

っ
た
「事

し
て
い
ま
す
。
塩
沢

町

・
六
日
町

て
‐２
件
、
同
じ
く

塩
沢
町

上
ハ

け
て
８
件
の
被

害
が
発
生
し

被
害
防
止
の

の
強
化
や
現
金

等
の
保
管
管
理
の

ま
た
、
バ
ー
ル

っ
て
い
る
可
能
性

が
大
き
く
、
遭
遇
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
。
日
撃
し
た

ら
す
ぐ
通
報
し
て
下
さ
い
。

六
日
町
警
察
署
湯
沢
交
番
　
Ｌ
８４
・
２
０
２
０

『
つ

つ
豚

虫

綺

」

に
気
を
つ
け
て
認

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

「
つ
つ
が
虫

病
」
が
多
発
し
ま
す
。

今
年
、
県
内
で
は
、
１３
件
発
生
し
、
そ
の

う
ち
、
６
件
が
南
魚
沼
郡
内
で
し
た
。

「
つ
つ
が
虫
病
」
は
、
つ
つ
が
虫

（ダ
ニ
の

一
種
）
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
て
発
病
し
ま
す
。

刺
さ
れ
る
と
直
径
数
ミ
リ
～
１
セ
ン
チ

の
刺
口
が
で
き
、
１
～
２
週
間
後
、
食
欲

不
振

。
発
疹

・
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、
４０
度

近
く
の
高
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
症
状
が
現
れ
た
ら
、
す
ぐ
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
効
薬
が

あ
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
手
遅
れ
に
な
る
と
命
に
か
か
わ
り

ま
す
。

つ
つ
が
虫
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

山
林
や
車
地
に
入
る
と
き
に
肌
を
露
出

し
な
い
こ
と
で
す
。
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
手

袋
、
長
靴
を
着
用
し
、
脱
い
だ
衣
類
を
草

む
ら
に
置
い
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
防
虫
ス
プ
レ
ー
も
有
効
で
す
。

六
日
町
保
健

所

医
療
予
防
課

ｍ
７２

・
２
４
５

７

服等は脱がさないで、水をかけてください。

心配ごとや困つたこと、お気軽にご相談ください。

①不当な差別、名誉口信用・信教の自由の侵害、むごい扱い、

いやがらせ、隣近所とのもめごと、いじめなどの問題

②借地借家、登記、供託、戸籍、家庭内のこと (夫婦・親子・

相続・遺言等)などの問題

③正当な権利がありながら、お金がないため裁判ができず、

困つているなどの問題

【日 時】 6月 知 日 (水 )午後 1時～4時
【会 場】 湯沢町公民館
【主 催】 人権擁護委員協議会、新潟地方法務局
【担当者】 人権擁護委員、法務局職員

【後 援】 湯沢町
※法務局六日町支局 (■172-舒宅 )及び人権擁護委員は、
いつでも無料・秘密厳守で人権問題や法律扶助関係の相

談に応じています。

◎最寄りの人権擁護委員

森下勇喜 (堰場)准LM― ―
種村久男 (幅下)TEL 84・ ――
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一
緒
に
な
っ
て
考
え
る

現
状
等
の
情
報
提
供

合
併
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
こ
と

奉
地
域
で
議
論
を
行
う
際
に
は
、

合
併

の
蜂
妥
性
や
有
効
性
、
さ
ら

に
は
地
域
の
将
来
方
向
等
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
、
様

々
な
角
度
か

ら
の
具
体
的
な
議
論
が
蜂
妥
で
す
。

議
論

の
過
程
に
お

い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
終
要
な
項
目
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
◆
合
併
市
町
村
の
対
象
範
囲
の
具

体
化
と
検
討

◆
合
併
後

の
メ
リ

ッ
ト
の
確
誕
と

住
民
の
不
安

へ
の
対
應
策

◆
合
併
市
町
村
の
将
来

に
向
け
た

具
体
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

◆
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ

ョ

ン
と
な
る
市
町
村
建
設
計
画
⌒策
）

◆
各
種
行
政
制
度
の
調
整

国
及
び
県
で
は
、
市
町
村
や
地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
自
三

的
な
市
町
村
合
併
の
実
現
に
向
け

て
、
合
併
に
関
す
る
情
報
提
供
や

法
律
に
よ
る
特
例
措
置
、
あ
る
い

は
各
種
財
政
支
援
措
置
の
実
施
に

よ
り
、
積
極
的
に
支
援
を
行

っ
て

い
ま
す
。

合
併
は
地
域
の
将
来
や
住
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

市
町
対
の
合
併

に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
、
合
併

に

つ
い
て
理
解

や
関

造
を
高

め
、

真
剣
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

自
ら
取
り
組
む

住
民
主
導
に
よ

っ
て
市
町
村
合

併
の
検
討
を
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
「住
民
発
議
制
度
」
が
制

度
化
さ
れ
、
住
民
白
ら
が
市
町
村

合
併
を
主
体
的
に
推
進
し
て
い
く

環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
市
町
村
の
財
政
状
況
、
地

域
の
課
題
、
今
後
の
見
通
し
な
ど

を
住
民
に
情
報
提
供
し
、
住
民
、
民

間
団
体
、
議
会
、
行
政
の
４
者
で
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
蜂
妥
で
す
。

住
民
参
画

シ
ス
テ
ム
の
確
立

合
併

の
推
進

に
際
し
て
は
、
関

係
市
町
対
と
住
民
と
が
充
分
な
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
、
合

併
に
関
す
る
誕
識
を
常

に
共
有
す

る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

住
民
参
面

イヽ
ス
テ
ム
の
活
用
に

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

◆
住
民
主
体

の
検
討
委
員
会
設
置

◆

モ
ニ
ダ
ー
制
度

の
活
用

◆
関
係
市
町
村
間

の
協
議

・
組
織

ヘ

の
住
民

の
参
画

tノ

お

〉

広報ゆざわ H13.6.40  (6)



出

ム

へ と ヽ

の と

へ の

法定合

市町村の

全ての市町村で連携して行う場合

①同一の請求内容の知事の確認
―

連 与斃A市住民

A市長 B町長

↓

↓

↓

↓

↓

争 →

いずれかの市町村で行う場合

A市

↓

↓

争

↓

①住民発議制度
住民の声を直接反映させて合併を進める場合で、

住民が有権者の 50分の 1以上の署名をもって合

併協議会の設置を請求できる制度です。

―
鞠 蔚

I鍋
,が 再ヽ炉,

・任意の合併協議会や調査検討会等の組織を設置。

・関係市町村の現況などの基礎的資料の作成や法定

合併協議会で協議する事項をあらかじめ協議する。

・関係市町村は、規約を定め、議会の議決を行う。

・合併協議会の委員は、関係市町村の議会の議長・議員、

その他の職員、 らなる。

,関係市町村の議会が全て合併協議会の設置を可決した

場合、合併協議会を設置する。

(協議事項〉

①合併の是非

②合併の方式 (新設・編入)

③合併の期日

④新市町村の名称

⑤事務所の位置

⑥財産及び公の施設の取扱い

⑦議員の定数及び任期の取扱い

③地方税の取扱い

③農業委員の定数及び任期の取扱い

⑩一般職の職員の身分

①地方審議会の設置

⑫市町村建設計画

※「市町村建設計画」は知事との協議の上作成する。

⑬その他必要事項

↓

↓

↓

↓

↓

)関係市町村の議会で合併の議決

(7)



障害区分 障害の程度

両下肢

1級・2級体幹

移動機能

心臓

1級・3級

じん臓

呼吸器

tFう こう

直腸

/1ヽ腸

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り

通
常
、
投
票
は
投
票
所
で
行

い
ま
す
が
、

選
挙
人
で
身
体

に
童
度

の
障
害

が
あ
り
、

郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
覧
け
て

い
る

人
は
、
郵
便
に
よ
り
在
宅
投
票
を
行
う

こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象

と
な
る
の
は
次

の
方
で
、
申
請
言

を
自
書
で
き
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
覚
け
て

い

る
人
で
、
障
害

の
程
度

が
表

に
掲
げ
る

も

の

②
身
体
障
害
者
手
帳

の
記
載
事
項
で
は
、

表

に
掲
げ
る
障
害

の
程
度

に
該
当
す
る

こ
と
が
明
ら
か
で
な

い
場
合
は
、
表

に

掲
げ
る
障
害

の
程
度

と
同
程
度
で
あ
る

と
県
知
事
が
言
衝
に
よ
り
証
明
し
た
人

な
お
、
証
明
書

の
交
付

に
は
１０
日
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。

【申
請
窓

口
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（役
場
総
務
課
内
）

租
８４

。
３
４
５
１

申請から投票まで

①郵便投票証明書の交付申請 (身体障害者手帳等が必要)

②郵便投票証明書 (7年間有効)を交付

③各選挙期日の4日前までに、投票用紙、投票用封筒の

交付申請 (郵便投票証明書の提出が必要)

④当該選挙用の投票用紙、投票用封筒を交付

⑤郵便による在宅投票

(投票所を閉じる時刻までに送致できるように郵送)

夏休み中の小 日中学校体育施設開放
夏休み中の学校が使用しない日に限り、小・中学校の体育施設を開放します。下表に掲げる各施設

の担当にお申し込みください。

【開放期間】 ′よヽ。中学校とも7月 25日 ～ 8月 28日 (時間は午前 9時～午後 4時 45分 )
【使用料金】 各施設とも 1人 1日 300円 (雨天のためグラウンドを使用しなかった場合、返金します。)
【申込方法】 7月 19日 (木)までに、「使用願い」 (用紙は各担当のところにあります。)に料金を添

えて各施設の担当にお申し込みください。

【使用上の注意】             ュ

◎日直者への届け出・ごみの始末・清掃・グラウンドのレイキかけ等を必ず行うこと。

◎使用許可を受けた宿泊施設は、宿泊者 (団体の責任者等)に使用心得を厳守させること。

≡
◆

≡
≡
≡
≡
≡
・■

，
■
〓

一
ｉ
ウ
■
■
〓
■
■
〓
■
■
ｔ
，
■
■
，
■
〓

，
■
十

■
■
◆
〓
■
４
子
■

|■'■ 歩■■■■今i,■
″与孝十■↓tt,● ■t声手t'■■→与■'■↓争■■■今゛ウう|′や,↓や■◆モフ今■や■)や や→,■ ■■↓■4や I

重
度
の
身
体
障
害
者

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

学  校  名 施 =rし員又 担 当 電話番号

三 国 小 学 校 体育館 。グラウンド 苗 場 旅 館 組 合 89-2706
三 俣 小 学 校 体育館 みつまた高原観光協会 (案 内所 ) 88-9006

神 立 小 学 校 体育館・グラウンド 岩 原 観 光 協 会 (案 内 所 ) 87-3476
土 樽 小 学 校 体育館・グラウンド 中 里 観 光 協 会 (案 内 所 ) 87-3240

湯 沢 小 学 校 体育館・グラウンド 湯 沢 温 泉観光 協 会 (案 内所 ) 85-5353

湯 沢 中 学 校
グラウンド 湯沢町教育委員会学校教育課 84-2211
野球場 。柔道場 岩 原 観 光 協 会 (案 内 所 ) 87-3476

広報ゆざわ H13610  (8)



― 召

ご利用ください 町の貸付制度

区    分 対 象 貸付限度額 貸 付 利 率 貸 付 期 間 申  込

克

誦
ヨ

住

宅

づ

く

り

資

金

融 雪 式

屋根工事費＼融雪設備工事費

装置作動に必要な建物の改造費

融雪構造建物と認められる 工事費

500万円

年 2.5% 10年以内
建設課

匝∃84--4852

落 雪 式

(新築除く)

屋根工事費

強制排雪装置の作動に必要な建物

の改造費

屋根こう配変更に伴う改造費

300万円

高 床 式
高床部分の工事費

(基礎、非木造の柱、梁＼床板等で、土

台＼根太床板等は含まない)

250万円

耐 雪 式 一般木造建物この工事費の差額 500万円

そ の 他

克雪対策ガ施された構造と認めら

れる部のの工事費＼一般木造建物こ

の工事費の差額

300万円

排 水 設 備 等

(下水道工事)
下水道処理区域内に排水設備等の

設置工事をする人
300万円 年 2.5% 7年以内

水道課

匝∃84--4853

観 光 施 設

整 備 資 金

観光事業に必要な施設
スポーツ施設・文化施設、広場・園

地・駐車場・野営場、田]並み修景施

設・街文U＼ 休憩所・展望台、その他

2,000万 円

年 2.8%
(保証協会の

保証付は

年 23%)

10年以内

産業観光課

匝]84--4850

地 方 産 業

育 成 資 金

鉱業、建設業、製造業＼卸・小売業、

飲食店、運輸通信業及びサービス業

を営む事業者

1,000万円

年 2.9%
(保証協会の

保証付は

年 2.4%)

運転資金

5年以内
設備資金

7年以内

平成 13年度

不 況 対 策

特 別 資 金

湯沢田]に住所または事業所を有し、

不況の影響で経営に支障をきたし
ている次の事業者

①最近 3ケ月F日]における売上ガ過去

3年間のいずれかの年の同期と比
較して 5%以上減少している者
②申込8寺点までにすでに納期ガ到

来した町税を完納している者

1,000万円

年 2.4%
(保証協会の

保証付は

年 1.9%
変動金利)

運転資金

7年以内
(据置 1年 )

高  齢  者
住宅整備資金

60歳以上の親族である高齢者と同
居する者で、高齢者向けに居室等を

増改築又は改装する工事

250万円 年 2.0% 10年以内
福祉保健課

□ 84--4560
障  害  者
住宅整備資金

障害者の居住環境を改善するため、

障害者の専用居室等を増改築又は

改造する工事 (身体障害者手帳 1～

4級又は療育手帳Aの交付を受けて
いること)

(9)



と

ン

ベ

ン

シ

ョ

ン
ボ
ル
マ
ー

新
潟
万
代
島
区
域
に
お
い
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

複
合
施
設

（国
際
会
議
場
、
国
際
展
示
場
、
ホ
テ
ル
、

オ
フ
ィ
ス
）
が
２
０
０
３
年
春
に
開
業
し
ま
す
。

こ
の
複
合
施
設
は
、
世
界
の
人

・
も
の

。
情
報

が
新
潟
で
出
会
い
、
そ
し
て
旅
立
つ
場
所
と
し
て
、

県
都
新
潟
市
中
心
市
街
地
の
万
代
島
に
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
複
合
施
設
に
、
施
設
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
的
な

憂

称
」
と

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
を
募
集
し
ま
す
。

【募
集
期
限
】

７
月
１３
日

会Ω
）

（当
日
消
印
有
効
）

【応
募
先
及
び
間
い
合
わ
せ
先
】

〒
９
５
０
１
８
５
７
０

新
潟
市
新
光
町
４
番
地
１

県
庁
万
代
島
再
開
発
課
開
発
記
念
事
業
班

（砒
０
２
５

，
２
８
５

ｏ
５
５
１
１
）

※
詳
し
く
は
、
県
の
主
な
施
設
、
役
場
の
掲
示
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
応
募
方
法
】

封
書
で
の
応
募
で
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
版

（２
９
７

血
×
２
１
０

飩
）
ｏ
折
曲
厳
禁
と
し
、
表
面

に
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン

（色
は
自
由
）
を
裏
面
に
氏

名
を
記
載
し
、
別
用
紙
に
次
の
事
項
を
記
載
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
（１
枚
に
つ
き
１
点
）

①
マ
ー
つ
の
作
成
の
趣
旨

②
住
所

③
氏
名

（ふ
り
が
な
）

④
年
齢

⑤
性
別

⑥
職
業

（学
生

・
生
徒

・
児
童
の
場
合
は
学
校
名

・
学
年
）

⑦
電
話
番
号

【憂
称
の
応
募
方
法
】

は
ガ
き
に
次
の
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

（１
枚
に
つ
き
１
点
）

①
愛
称
案

（ふ
り
が
な
）

②
憂
称
の
理
由

③
住
所

④
氏
名

（ふ
り
が
な
）

⑤
年
齢

⑥
性
別

⑦
職
業

（学
生

・
生
徒

・
児
童
の
場
合
は
学
校
名

・
学
年
）

③
電
話
番
号

5月 の 事等入札結果 (落札額 250万円以上)唾 己

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

建第2号 松川中子川原線道路側溝布設工事 3, 045, 000 lttl恵産業

下委第3号 汚水管渠実施設計委託 (その1) 17, 850, 000 パシフィックコンサルタンツ脚新潟支社

簡第9号 松川中子川原線 (中央簡水)配水管新設工事 10, 920, 000 爛山井建設

水第5号 松川中子川原線 (上水)送・配水管布設替工事 26, 460, 000 l抑飢水施設整備

建第6号 石白■号線消雪施設 (さく井)工事 8, 001, 000 l抑剣水施設整備
建第7号 原新田5号線消雪施設 (さく井)工事 7, 581, 000 い俵山さく泉
簡第7号 滝ノ又線配水管新設工事 4, 830, 000 l抑つどい総業

簡第8号 滝ノ又2号線他配水管布設替工事 6, 037, 500 脚エムケイ設備

簡第 12号 原 5・ 6・ 7号線配水管布設替 (その2)工事 2, 835, 000 l有)みなみや

水第4号 戸沢 1号線配水管布設替 (その 1)工事 6, 720, 000 l抑山井建設

下第 1号 汚水枝線新設 (その 7)工事 8, 001, 000 爛林組

下第2号 汚水枝線新設 (その 8)工事 171 587, 500 l抑拓越湯沢営業所

下第 3号 汚水枝線新設 (その 9)工事 16, 275, 000 森下企業脚

下第4号 汚水枝線新設 (その 10)工事 5, 040, 000 lttl浅間重機建設

下第 57号 汚水枝線新設 (その■)工事 7, 350, 000 仰徳秀

建第8号 小坂線舗装補修工事 9, 450, 000 日東大都工業爛新潟営業所

建第 10号 町 52号井 (栄町 2号線他)井戸改修工事 3, 045, 000 爛つどい総業

建第 11号 町 81号井 (中子 1号線他)井戸改修工事 3, 202, 500 僻つどい総業

管第7号 湯沢小学校プールフェンス設置工事 4, 410, 000 lttlハヤシ商事

管委第26号 地籍調査事業測量委託 9, 660, 000 僻

'小

林測量設計事務所

ヽ

広報ゆざわ H13.6.10  (10)



美化ボランテイアを募集

市民グループや企業・団体など地域の方マ

に歩道の清掃、花壇への革花の植込み、植樹の

手入れなど美化活動を行つていただく「ボラ

ンテイア・サポート・プログラム (仮称)」 ヘ

の参加を募集しています。

【応募方法】

「ボランテイアサポートプログラム (仮称)実

施団体募集要網」をご覧いただいて内容を確

認した上で、「ボランテイアサポートプログラ

ム (仮称)実施団体認定申込書」に必要事項を

記入の上、送付してください。

募集要綱及び申込書は長岡国道事務所の各

維持出張所もしくは役場建設課にも備えつけ

てあります。

【間い合わせ】

国土交通省 北陸地方整備局
長岡国道事務所 管理第一課
π10258・ 36・ 4551

FんX0258。 36。 '4467

●●

●●

みんなで街づくりのことを考えてみませんガ?

第 3回魚沼シンポジウムのご案内

【テーマ】

各種産業や商店街活性化のアイデア交換

将来の地域の発展を担う人材や団体を育む意見交換

豊かな自然を守り育む活動の PRと意見交換
【期 日】 7月 7日 (土 )
【会 場】 NASPAニ ユーオータニホテル
【講 師】 総合研究開発機構 理事 澤井安勇 氏
【会 費】 シンポジウム・講演会…2,000円

交 流 会…3,000円
【参加資格】
・現在「街づくり」に取組んでいる、これから取組もう

と考えている魚沼地域に所在の各種団体または個人
・魚沼地域の行政及び議員、教育関係者
。魚沼地域に所在の商工観光団体・農業団体 。ボラン

テイア団体・サークル

【定 員】 100名
【申込締切】 6月 20日 (水)年後 5時まで
【申込・間い合わせ】

雪国青年会議所

TEL 72・ 7937  pⅨ  73・ 5759
0                      ●

● ●

|

森 春

r、め

∩

ツ
ア
ー

【
主
催
】

湯
沢
み
ど
り
の
会

【期
日
】

６
月
１７
日

（日
）

【場
所
】

苗
場
凸
麓

和
四
小
屋
付
近

【集
合
場
所
】

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
比
側

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場

【
日
程
】

集
合
…
午
前
７
時
４０
分

出
発
…
午
前
８
時

（
マ
イ
タ
ロ
バ
ス
に
分
乗
）

斤
岩
…
午
後
３
時
頃

（予
定
）

【参
加
費
用
】

―
，
０

０

０
円

（当
日
徴
収
し
ま
す
。
）

【申
込
締
切
】
　

　

　

　

　

代

６
月
１３
日

（本
）

（電
話
又
は
硼
で
申
込
下
さ
い
。
）

【申
込
先
】
　

　

・

高
橋
　
修

（中
里
ｏ新
生
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
内
）

砒
８７

・
３
３
４
１

鵬
８７

・
２
６
７
５

【持
ち
杉
】

昼
食
、
飲
み
物
、
縮
杉
入
れ
、

雨
具
等

【
服
装
】

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
時
程
度

【
そ
の
他
】

昼
食
時
に
ダ
ケ
ノ
コ
入
り
豚
汁

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

【期
日
】

６
月
１６
日

（土
）
、
１７
日

（日
）

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

①
た
け
の
こ
狩
り
ご
案
内

②
温
泉
入
浴
券
付
き

③
首
場
ゴ
ン
ド
ラ
券
付
き

筍

山

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

④

ウ

エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ

イ
ー

採

れ
た
て
の
山
素
で
作

る
と
素

づ
く
し
料
理
で
お
も
て
な
し

い

た
し
ま
す
。

⑤
博
酒
サ
ー
ビ
ス

【宿
泊
】

―
人
―
泊
２
食―
―
，
０

０

０
円

（首
場
プ
リ
ン
ス
宿
泊
の
場
合

１
２
，
０
０
０
円
）

【聞

い
合
わ
せ
】

首
場
観
光
協
会

砒
箭
●
２
１
２
１

酬
８９
・
４
１
８
１

苗
場
旅
館
組
合
案
内
所
　
　
　
　
け

砒
８９
。
２
７
０
６
　
　
　
　
　
　
く

ふ 山

ス

ア
イ

パ

Jレ



ゆ
の
さ
と
園

介
護
職
員
募
集

【
募
集

人
数
】

―
増

【
痣
募
資
格
】

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
修
了
者
で
４０
歳

以
下
の
方

【
提
出
書
類
】

・
履
歴
書

・
登
録
証
又
は
修
了
証
書

の
写
し

【
痣
寡
期
限
】

６
月
２２
日

（金
）

【
應
募

。
聞

い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「ゆ
の
さ
と
園
」

砒
８４
・
３
７
８
５

改
修
の
た
め
下
湯
沢
共
同
浴
場

「駒
子
の
湯
」
は
体
業
し
ま
す
。

【
期
間
】

６
月
日
日

（月
）
～
２２
日

（金
）

【聞

い
合
わ
せ
】

管
財
課

施
設
管
理
係

ｍ
８４
・
２
６
１
１

土
樽
共
同
浴
場

召
石
の
湯
」
の
管

理
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
痣
募
条
件
】

夫
婦
で
勤
務
で
き
る
方

【
勤
務
時
間
】

営
業
時
間

（午
前
７
時
～
午
後

９
時
）
及
び
準
備
、
清
掃
に
要
す

る
時
間

【
休
日
】

毎
週
水
曜
日

【申
込
方
法
】

申
込
書

に
姓
妥
事
項
を
記
入
の

上
、
履
歴
言

と
あ
わ
せ
て
管
財

課
に
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

（申
込
書
は
、
管
財
課

に
あ
り
ま

す
。
）

【
應
募
締
切
】

６
月
２０
日

（水
）

【
應
募

・
聞

い
合
わ
せ
】

管
財
課

施
設
管
理
係

砒
８４

・
２
６
１
１

ブ
ー
ル
監
況
員
等

の
ア
ル
バ
イ

ト
を
２０
名
程
度
募
集
し
ま
す
。

【
勤
務
期
間
】

７

月

２０

日

～

８

月

３十

日

【
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

ご
結
皓
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

国
道
逮
後
湯
沢
フ
ラ
ワ
ー
ウ

ッ

ド
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域

の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
で
、
国
道

１７
号
浴

い

を
花

い

っ
ぱ

い
に
す

る
活
動
を

行

っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
昨
年

に
引
き
続
き
二
居

地
域
の
花
植
え
を
行

い
ま
す
。

【
日
時
】

６
月
１３
日

（水
）
午
前
１０
時
～

（雨
天
時
は
、
翌
日
の
１４
日
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
長
同
国
道
事
務
所

湯
沢
維
持
出
張
所

ＴＥＬ

８４

・
３

１

９

１

（滝
ノ
又
）

（湯
之
谷
村
）

（中
子
、
剛

・
ミ
ル
さ
ん
）

（中
子
、
賢

一
郎

・久
美
子
さ
ん
）

【
条
件
】

‐６
歳
以
上
で
水
泳
の
で
き
る
方

（高
校
生
も
可
）

【
痣
募
方
法
】

６
月
２３
日
（土
）
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
６
月

２４
日
（日
）
に
面
接
を
行

い
ま
す

の
で
、
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

【
痣
募

・
聞

い
合
わ
せ
】

ＴＥＬ

８７

・

６

６

０

０

（火
曜

日
を
除
き
ま
す
。
）

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者

の
方

の
不
動

産
や
相
続
、
遠
言
、
贈
与
な
ど
に
関

わ
る
問
題
及
び
介
護
、
一褐
社

に
関

わ
る
問
題

に

つ
い
て
、
司
法
書
士

及
び
社
会
福
社
士
が
聞
題
解
決
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

【
日
時
】

６
月
２４
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

【
会
場
】

長
岡
市
弓
町
―

‐
５

１
１

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
―
階
オ
リ
オ
ン

【
電
話
春
子
】

ＴＥＬ

０

２

５

８

●
３２

ｏ
９

３

５

５

※
相
談
無
料
、
私
密
厳
守
。

濁
談

に
よ
る
相
談
は
予
約
制
。

【聞

い
合
わ
せ
】

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

２

８

●
１

７

２

７

~を

毛Йl乙亀ばr出
こ

毎月20日ごろ
は水道ヌータ

~の検

５
月
２４
日
　

南
雲

慎
之
介

さ
ん

（星
）

直
恵
　
さ
ん

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

５

月

１０

日

５

月

１３

日

樋
口
鋼
持 針日です。

ヌータ
~ ガ見やすいように、

'ヌ ~

ターボツクス
の 中をきれじヽ

にし、日

りに物
、ょうにして下

さい。

５
月
２４
日
　

相
川

キ
ミ
ノ
さ
ん
　
（上
熊
野
、
９０
歳
）

５
月
２６
日
　

牛
木
　
勝
衛

さ
ん
　
（谷
後
、
７８
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

し
ら
ら

さ
ん

賢
登

さ
ん

「駒
子
の
湯
」

休
業
の
お
知
ら
せ

「岩
の
湯
」
管
理
人
募
集

「オ
ー
ロ
ラ
」
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

>｀
｀

し

ま

国
道
１７
号
を
花
tヽ

ぱ
tヽ

1こ
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